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塩
田
温
泉
に
あ
る
上
山
旅
館
は
、
奈
良
時
代
に
発
見
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
敷
地
内
か
ら
自
然
と
湧
き
出
る
源
泉
を

守
り
続
け
る
老
舗
の
温
泉
旅
館
。

　

こ
の
源
泉
に
は
様
々
な
効
用
が
あ
り
、
飲
泉
用
の
源
泉

場
も
完
備
す
る
。
個
人
客
に
対
す
る
も
て
な
し
を
大
切
に

し
て
お
り
、
根
強
い
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、
足
し
げ
く
訪

れ
る
客
を
癒
し
続
け
て
い
る
。

泉
質
の
効
能

　

神
経
痛
・
筋
肉
痛
・
関
節
痛
・
五
十
肩
・
運
動
麻
痺
・

う
ち
み
・
慢
性
消
化
器
病
・
痔
疾
・
冷
え
性
・
疲
労
回
復
・

健
康
増
進
・
慢
性
婦
人
病
・
高
血
圧
症
・
動
脈
硬
化
症

飲
用
の
適
応
症

　

慢
性
消
化
器
病
・
慢
性
便
秘
・
痛
風（

関
連
記
事
：
三
頁
）

■県連合会Letter� ２頁
・事業委員会
・平成21年度共済事業委員会
・県青連正副会長・常任理事会、理事会

■商工会Letter� ３～６頁
・あなたのまちの元気な企業（夢前町）
・�朝来市商工会合併協議会発足式及び第一回
合併協議会開催
・豊岡市５町商工会合併協議会発足
・�『お通の焼きもち風味飴』開発！（佐用町
女性部）
・�ハス発芽体験で想い出作り！（篠山市青年
部篠山支部）
・「エコキャップアート」（出石町青年部）
・�「淡路島オニオンキッチン」の挑戦（南あ
わじ市）

奈
良
時
代
よ
り
伝
わ
る
源
泉
を
守
る
老
舗

塩
田
温
泉　

湯
元　

上
山
旅
館

～
姫
路
市
夢
前
町
～

▲（写真左）風情ある露天風呂（写真右上）源泉が湧き出る霊泉のみ場（写真右下）上山旅館外観
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多
種
多
様
な

ア
イ
デ
ア
の
事
業
化
へ

～
事
業
委
員
会
～

多
種
多
様
な

～
事
業
委
員
会
～

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
六
月
十
一

日
、
県
商
工
会
館
で
平
成
二
十
一
年

度
第
一
回
事
業
委
員
会
を
開
催
し

た
。

　

当
日
は
、
志
智
宣
夫
委
員
長
挨
拶

の
後
、「
広
域
振
興
等
地
域
活
性
化

事
業
」
の
助
成
額
の
決
定
等
、
四
議

案
に
つ
い
て
協
議
し
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
「
地
域
活
力
増
進
事
業
」
や

「
労
働
環
境
対
策
事
業
」
と
国
の
事

業
で
あ
る「
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
っ

た
。

　

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
の
新
規
事

業
や
昨
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
を
含

め
、
予
算
を
上
回
る
多
数
の
提
案
が

申
請
さ
れ
た
事
業
も
あ
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
商
工
会
合
併
の
支

援
や
特
産
品
開
発
に
よ
る
地
域
資
源

活
用
、
観
光
振
興
、
町
屋
再
生
、
青

年
部
・
女
性
部
活
動
な
ど
の
事
業
提

案
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド

や
全
国
展
開
支
援
事
業
に
つ
な
げ
る

な
ど
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

地域力連携拠点事業
　県商工会連合会では、地域経済が厳しさを
増す中、昨年度から実施している「地域力連
携拠点事業」の拠点を中播磨地区（福崎町商
工会）に 1カ所増やし、平成21年度から県下
6カ所の拠点を設置しました。今後も現場の
ニーズに合った地域密着型の事業を展開して
いきます。
　事業内容については、昨年度と同様に「IT
を活用した経営管理」、「経営革新」、「地域資
源活用」、「農商工連携」等。まず、各拠点の
応援コーディネーターが地域中小企業の相談
に応じ、必要があれば無料で専門家を派遣し
ます。
　また各地区において、経営革新、創業、地
域資源活用、農商工連携、事業承継等のセミ
ナーを計画し、 ７月から具体的なスケジュー
ルを決めて実施しています。

お
わ
び
と
訂
正

　

六
月
二
十
日
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
会

報
七
月
号
︵
６２３
号
︶
で
新
会
長
と
し
て

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
堀
口

勝
久
会
長
︵
神
河
町
商
工
会
︶
の
役
職

名
に
つ
い
て
、﹁
代
表
取
締
役
会
長
﹂

と
す
る
と
こ
ろ
が﹁
代
表
取
締
役
社
長
﹂

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
関
係
の
皆
様

に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
訂
正
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
謹

ん
で
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

主な行事予定 　

８
月
の
こ
よ
み

４
日
㊋
〜
5
日
㊌

　
　
　
　

 

経
営
支
援
研
修
会

（
専
門
コ
ー
ス
）

10
日
㊊
〜
11
日
㊋

　
　
　
　

 

近
畿
情
報
担
当
者
会
議

27
日
㊍
〜
28
日
㊎

　
　
　
　

新
任
商
工
会
会
長
研
修
会

　

９
月
の
こ
よ
み

8
日
㊋
〜
9
日
㊌

　
　
　
　

 

経
営
支
援
研
修
会

（
基
礎
コ
ー
ス
）

10
日
㊍
〜
11
日
㊎

　
　
　
　

マ
ル
経
審
査
委
員
講
習
会

17
日
㊍
〜
18
日
㊎

　
　
　
　

 

女
性
部
指
導
者
研
修
会
・

全
国
大
会

29
日
㊋
〜
30
日
㊌

　
　
　
　

 

経
営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
研
修
会

県
青
連
正
副
会
長
・

常
任
理
事
会
、
理
事
会

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
霞
末

浩
二
会
長
）
は
、
六
月
十
二
日
、
県

商
工
会
館
で
新
体
制
後
初
め
て
の
理

事
会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
新
役
員
十
六
名
の
自
己

紹
介
の
後
、
①
第
二
回
幹
部
講
習
会

に
つ
い
て
、
②
組
織
活
性
化
助
成
事

業
に
つ
い
て
、
③
第
四
十
四
回
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
つ
い
て
、
の
三
議

案
を
審
議
し
た
。

　

ま
ず
、
第
二
回
青
年
部
幹
部
講
習

会
に
つ
い
て
は
、
七
月
八
日
・
九
日

の
日
程
で
淡
路
市
を
会
場
に
主
張
発

表
大
会
を
含
め
、
経
営
革
新
の
促
進

な
ど
に
つ
い
て
講
習
会
を
実
施
す
る

こ
と
が
決
定
。

　

ま
た
組
織
活
性
化
助
成
事
業
に
つ

い
て
は
、
予
算
を
超
え
る
要
望
が
あ

平
成
二
十
一
年
度

共
済
推
進
運
動
計
画
等
を
審
議

～
第
一
回
共
済
事
業
委
員
会
～

平
成
二
十
一
年
度

～
第
一
回
共
済
事
業
委
員
会
～

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
六
月
十

日
、
県
商
工
会
館
で
平
成
二
十
一
年
度

第
一
回
共
済
事
業
委
員
会
を
開
催
し

た
。協
議
さ
れ
た
事
項
は
次
の
と
お
り
。

第�

一
号
議
案　

平
成
二
十
一
年
度
預

託
金
残
高
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

 　

三
月
末
現
在
の
債
務
保
証
残
高

を
基
準
に
見
直
し
を
行
っ
た
。

第�

二
・
三
号
議
案　

平
成
二
十
一
年

度
共
済
推
進
運
動
に
つ
い
て

　
 　

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
日
を

締
切
日
と
し
、
八
千
二
百
九
十
六

口
を
獲
得
目
標
に
、
商
工
貯
蓄
共

済
の
推
進
運
動
を
実
施
す
る
。
同

時
に
、
近
畿
府
県
貯
共
合
同
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
実
施
す
る
。

　

 　

安
全
共
済
の
推
進
は
、
平
成
二

十
二
年
三
月
十
二
日
を
締
切
日
と

し
て
九
百
五
十
五
口
を
獲
得
目
標

に
実
施
す
る
。

第
四
号
議
案　

代
位
弁
済
に
つ
い
て

　

 　

二
件
百
四
十
万
円
が
承
認
さ
れ
た
。 ▲挨拶を行う志智委員長

▲新年度事業について、説明する霞末会長

り
、内
容
を
再
度
精
査
し
て
後
日
決
定

す
る
こ
と
と
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

は
、十
月
二
十
五
日
に
三
木
市
吉
川
町

に
お
い
て
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
た
。
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貯めて、使える。
企業概要
①企業名　株式会社　上山旅館
②代表者名　上山　洋一郎
③住所　兵庫県姫路市夢前町塩田2８７
④電話　0７９-336-0020
　FAX　0７９-336-1８８７
⑤URL　http://www.ueyama-ryokan.com/
⑥資本金　1，000万円
⑦創業年　明治 ７年
⑧客室　26室
⑨商工会員歴　4８年

上
山
旅
館
創
業
の
経
緯

　

奈
良
時
代
に
発
見
さ
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
源
泉
が
、
湯
治
場
と
し
て

利
用
さ
れ
た
の
は
江
戸
時
代
か
ら
で

あ
る
。

　

時
代
は
明
治
に
移
り
、
国
か
ら
鉱

泉
の
湧
出
の
時
代
年
月
日
を
調
査
し

て
報
告
す
る
よ
う
通
達
が
出
さ
れ

た
。
当
時
の
飾
西
郡
長
は
、
同
温
泉

が
播
磨
唯
一
の
鉱
泉
で
あ
り
な
が
ら

施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

憂
い
、
播
磨
で
多
く
の
方
が
利
用
で

き
る
温
泉
と
旅
館
を
整
備
す
る
よ
う

に
訴
え
た
。
そ
れ
に
応
え
、
上
山
旅

館
が
設
備
を
整
え
、
明
治
七
年
に
創

業
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
旅
館
の
特
徴

　

飲
泉
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る

良
質
の
源
泉
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
が
特
徴
。
姫
路
城
な
ど
が
あ

る
市
の
中
心
部
か
ら
郊
外
に
位
置
し

て
お
り
、
遊
よ
り
癒
し
を
重
点
に
置

く
。

　

食
事
も
、
以
前
は
海
や
山
の
も
の

を
使
っ
た
会
席
料
理
を
提
供
し
て
い

た
が
、
最
近
で
は
湯
治
客
限
定
で
提

供
し
て
い
た
同
温
泉
の
源
泉
を
用
い

た
湯
壺
粥
、
夕
食
に
源
泉
を
用
し
た

温
泉
鍋
を
振
る
舞
っ
て
い
る
。

顧
客
獲
得
の
取
り
組
み

　

同
旅
館
の
客
層
は
中
高
年
層
で
あ

り
、
原
則
と
し
て
団
体
客
を
受
け
入

れ
な
い
た
め
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や

す
こ
と
が
事
業
の
好
循
環
に
不
可
欠

で
あ
る
。

　

六
代
目
社
長
で
あ
る
上
山
洋
一
郎

氏
は
「
お
客
様
の
中
に
は
、
数
回
利

用
さ
れ
る
う
ち
に
、
旅
館
に
対
す
る

要
望
を
お
っ
し
ゃ
る
方
が
い
ま
す

あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
⑩

塩
田
温
泉　

湯
元　

上
山
旅
館

～
夢
前
町
～

が
、
言
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は
当
旅

館
を
気
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

証
拠
。
あ
と
は
我
々
が
そ
の
要
望
に

応
え
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
と
と
も

に
、
口
コ
ミ
で
当
旅
館
を
宣
伝
し
て

く
だ
さ
る
。
特
別
な
こ
と
は
し
て
い

ま
せ
ん
」
と
語
る
。

今
後
の
課
題

　

旅
館
に
改
装
は
避
け
て
通
れ
な
い

も
の
で
あ
る
が
、
前
回
改
装
し
た
時

は
、
大
浴
場
だ
け
手
を
入
れ
な
か
っ

た
の
で
、
近
々
に
改
装
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

ま
た
、
源
泉
飲
み
場
を
整
備
し
て

も
っ
と
お
客
様
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
改
修
し
た
い
。

地
域
に
対
す
る
思
い

　

他
地
域
か
ら
宿
泊
に
来
る
お
客
様

に
と
っ
て
は
、旅
館
の
善
し
悪
し
が
、

観
光
す
る
地
域
の
善
し
悪
し
を
決
め

る
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
の
た
め
旅
館
で
の
サ
ー
ビ
ス
に

満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
、
お

客
様
に
喜
ん
で
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
、
そ
の
地
域
で
旅
館
業
を
営
む
者

の
務
め
だ
と
自
覚
し
て
い
る
。

商
工
会
に
期
待
す
る
こ
と

　

青
年
部
を
卒
業
し
て
か
ら
、
本
業

が
忙
し
く
、
商
工
会
に
協
力
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
申
し
訳
な
く
思
っ

て
い
る
。

　

当
館
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
で
五
月
、
六
月
は
前
年
度
減

と
な
っ
て
い
る
。
お
客
様
は
徐
々
に

戻
り
つ
つ
あ
る
が
、
不
況
と
い
わ
れ

る
時
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
で
の
交
流

が
必
要
で
あ
る
し
、
そ
れ
を
仲
介
す

る
組
織
が
必
要
。
大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
よ
り
、
小
さ
く
て
も
密
度
の
濃

い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
。

▲塩田温泉の源泉を用いた名物湯壺粥

▲社長の上山洋一郎氏
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朝
来
市
内
四
町
商
工
会
は
、
六
月

二
十
三
日
、
和
田
山
町
商
工
会
館
に

お
い
て
、
合
併
協
議
会
発
足
式
及
び

第
一
回
合
併
協
議
会
を
開
催
し
た
。

　

発
足
式
に
お
い
て
「
合
併
は
、
決

し
て
最
終
目
標
で
は
な
く
、
よ
り
よ

い
商
工
会
づ
く
り
の
た
め
の
通
過
点

で
あ
り
、
時
代
に
即
し
た
商
工
会
設

立
の
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
変

革
と
挑
戦
の
意
識
を
も
っ
て
協
議
に

取
り
組
む
」
と
の
決
意
表
明
が
あ
っ

た
。

　

次
い
で
、
来
賓
祝
辞
と
し
て
、
多

次
勝
昭
朝
来
市
長
、
斉
藤
邦
雄
但
馬

県
民
局
県
民
室
長
、
岡
田
奈
良
夫
県

連
専
務
理
事
か
ら
激
励
や
支
援
の
言

葉
が
あ
っ
た
。
合
併
協
議
会
の
看
板

設
置
及
び
記
念
撮
影
を
行
っ
た
後
、

第
一
回
目
の
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

協
議
会
の
役
員
が
選
出
さ
れ
、
会
長

に
和
田
山
町
商
工
会
の
阿
野
孝
好
会

長
が
就
任
し
た
。

　

委
嘱
状
の
交
付
を
経
て
、
協
議
項

目
の
承
認
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
、

運
営
予
算
を
決
定
し
た
。

（
朝
来
市
商
工
会
合
併
協
議
会
事
務
局

〇
七
九―

六
七
〇―

二
〇
六
五
）

朝
来
市
商
工
会
合
併
協
議
会
発
足
式
及
び

第
一
回
合
併
協
議
会
開
催

商工会会員のみなさまへ

　2008年度は、低迷する金融市場と非常に厳しい経済環境下に
おいても、着実に続けることができました。
　今後も商工会様とのパートナーシップを尊重し、会員のみな
さまから最も信頼される生命保険会社を目指してまいります。

ソルベンシー・マージン比率

879. 2％

個人保険新契約高

2兆 213億円
個人年金保険を含みます。

保険料収入

4,150億円
基礎利益

532億円

総資産

3兆 6,725億円
営業社員数

6,082人
保険契約継続率

91.7％
2009年 3 月基準の保険金ベース13月目継続率です。

格付け 2009年 5月末現在

S＆P社
保険財務力格付 AA－ ムーディーズ社

保険財務格付 Ａ2
格付けは格付会社の意見であり、保険金支払等について保証するものではありません。
格付けは2009年 5 月末現在の格付けです。また、将来的に変更される可能性があります。
詳しくは格付会社のホームページをご覧下さい。

2008年度決算報告ダイジェスト

基礎利益とは保険本業の収益力を示す指標の一つで、保険関係の収
支と利息及び配当金収入を中心とした運用関係収支からなります。

通常の予測を超えて発生するリスクに対応できる「支払余力」を
有しているかを判断するための行政監督上の指標の一つです。

コールセンター　0120-37-2269　ミナジブロック
ホームページ　　http://www.gib-life.co.jp

ジブラルタ生命保険株式会社

ジブラルタ生命保険株式会社

豊
岡
市
五
町
商
工
会
合
併
協
議
会
発
足

　

六
月
十
八
日
、
日
高
町
商
工
会
館

に
お
い
て
、
豊
岡
市
の
五
町
商
工
会

に
よ
る
第
一
回
合
併
協
議
会
が
、
但

馬
県
民
局
、
豊
岡
市
、
県
連
合
会
及

び
、
各
町
委
員
と
監
事
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
た
。

　

協
議
事
項
一
と
し
て
、
同
協
議
会

の
収
支
決
算
、
協
議
会
規
約
等
に
つ

い
て
の
承
認
を
行
っ
た
。
ま
た
同
協

議
会
の
会
長
に
は
、
日
高
町
商
工
会

の
岩
見
勲
会
長
が
就
任
し
た
。

　

岩
見
会
長
は
就
任
挨
拶
の
中
で
、

「
新
商
工
会
は
『
地
域
に
夢
を
、
企

業
に
繁
栄
を
』
を
基
本
理
念
に
掲
げ

て
お
り
、
こ
れ
を
具
体
化
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
我
々
の
合
併

は
、「
支
所
重
視
型
」
を
目
標
と
し
て

る
が
、
こ
れ
は
従
来
の
事
業
や
組
織

を
単
に
維
持
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

会
員
支
援
を
重
視
す
る
と
い
う
こ
と

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

協
議
事
項
二
で
は
、
合
併
協
定
項

目
、
収
支
予
算
、
諸
規
程
、
小
委
員

会
構
成
等
に
つ
い
て
承
認
を
得
た
。

　

閉
会
の
後
に
は
各
小
委
員
会
に
分

か
れ
て
、
正
副
委
員
長
の
選
出
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
確

認
を
行
っ
た
。

▲発足式後の記念撮影（下段右から３番目阿野会長）

▲合併協議会の様子
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篠
山
市
商
工
会
青
年
部
篠
山
支
部

（
石
田
真
太
郎
支
部
長
）
で
は
、
三

年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
篠
山
城

跡
南
濠
ハ
ス
再
生
事
業
の
一
環
と
し

て
、
篠
山
小
学
校
で
ハ
ス
種
子
発
芽

体
験
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ハ
ス

の
種
子
は
発
芽
し
て
か
ら
、
根
が
張

り
花
が
咲
く
ま
で
三
～
四
年
か
か
る

こ
と
か
ら
、
二
・
三
年
生
を
対
象
に

し
、
彼
ら
が
卒
業
す
る
頃
に
記
念
と

し
て
、濠
に
生
育
し
た
ハ
ス
を
戻
し
、

想
い
出
を
作
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

　

五
月
と
六
月
に
計
二
回
授
業
を
実

施
し
、
一
回
目
の
授
業
で
は
南
濠
で

採
取
し
た
種
子
を
配
り
、
発
芽
を
体

験
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
ハ
ス
の

特
徴
に
つ
い
て
講
義
し
た
。
二
回
目

の
授
業
で
は
、
発
芽
し
た
種
子
を
用

意
し
、
田
ん
ぼ
の
土
を
入
れ
た
容
器

に
移
植
し
た
。
泥
だ
ら
け
に
な
り
な

が
ら
も
笑
顔
で
自
分
た
ち
の
ハ
ス
を

懸
命
に
移
植
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

に
、
青
年
部
員
達
も
、
こ
の
事
業
で

『
よ
り
地
域
に
根
を
張
ら
な
け
れ
ば
』

と
力
が
入
っ
た
。

　

同
支
部
で
は
、
濠
一
面
に
ハ
ス
の

花
を
咲
か
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
想
い

出
の
地
と
子
ど
も
観
光
名
所
の
一
つ

と
な
る
よ
う
、
本
事
業
を
継
続
し
て

い
こ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

る
。

　厚生労働省では、 ７月31日現在で、常用労働者を
1人～ 4人雇用する事業所を対象に、毎月勤労統計
調査特別調査を実施いたします。この調査は、賃金、
労働時間及び労働者数の動向を明らかにすること
などを目的とした大切な調査です。
　対象となる事業所には、７月下旬から ９月にかけ
て調査員が訪問しますので、調査へのご理解とご協
力をお願い申し上げます。

兵庫県　統計課

毎月勤労統計調査特別調査のお願い

新技術・サービス創造資金貸付（無利子貸付）
◆�貸付対象：産学連携や事業連携または企業が有する独自技術を
活用した新製品・新技術の開発、生活・サービス産業における
新規事業開発
◆貸付期間等：10年以内（ 3年据置）、半年賦償還
◆�担保・保証人：原則として代表者保証のみ（個人の場合は、担
保または連帯保証人の選択制）
◆受付期間：平成21年 ８ 月 3 日（月）～ ８月25日（火）
【問合せ】　㈶ひょうご産業活性化センター　Tel.0７８-230-８110

制度の概要、申請様式を下記をご覧ください。　
http://web.hyogo-iic.ne.jp/jigyo/page_８534.html

ハ
ス
発
芽
体
験
で
想
い
出
作
り
！

～
篠
山
市
商
工
会
青
年
部
篠
山
支
部
～

　

佐
用
町
商
工
会
女
性
部
（
坂
本
ひ

と
み
部
長
）
で
は
、
同
町
が
宮
本
武

蔵
に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
武
蔵
に
恋
心
を
抱
い
た
お
通

の
名
を
と
っ
た
、炭
火
焼
き
も
ち『
お

通
の
焼
き
も
ち
』
を
考
案
、
五
年
前

か
ら
土
・
日
・
祝
日
に
佐
用
町
「
道

の
駅
平
福
」
の
屋
台
で
販
売
を
し
て

い
る
。
素
朴
な
味
わ
い
の
炭
火
焼
き

も
ち
は
人
気
商
品
で
、
今
で
は
遠
方

の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。

　

こ
の
焼
き
も
ち
を
「
お
土
産
に

持
っ
て
帰
り
た
い
」
と
の
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
女
性
部
で
は
、

焼
き
も
ち
の
味
を
飴
に
し
よ
う
と
、

た
つ
の
市
に
あ
る
菓
子
製
造
会
社

「
今
昔
庵
」
と
、
昨
年
十
一
月
に
『
お

通
の
焼
き
も
ち
風
味
飴
』
を
完
成
、

商
品
化
に
成
功
し
た
。
飴
は
焼
き
も

ち
の
味
を
生
か
し
た
、
し
ょ
う
ゆ
、

き
な
粉
、あ
ん
こ
の
三
種
類
が
あ
り
、

き
な
粉
は
地
元
で
と
れ
た
「
も
ち
大

豆
」
を
使
用
し
、
し
ょ
う
ゆ
は
地
元

の
天
然
醸
造
「
三
年
醤
油
」
を
使
用

し
て
い
る
。
女
性
を
中
心
に
素
朴
な

懐
か
し
い
甘
さ
に
人
気
が
あ
る
。

　

現
在
で
は
『
お
通
の
焼
き
も
ち
風

味
飴
』
と
し
て
、
三
種
類
の
味
が
入

り
一
袋
二
百
五
十
円
で
販
売
中
。
同

町
内
に
あ
る
「
道
の
駅
平
福
」・「
味

わ
い
の
里
三
日
月
」・「
笹
ケ
丘
荘
」

に
て
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
お
通
の
焼
き
も
ち
風
味
飴
』
開
発
！

～
佐
用
町
商
工
会
女
性
部
～

▲商品化に成功した「お通の焼きもち風味飴」

▲夢中でハスの種子を移植する子どもたち
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南
あ
わ
じ
市
商
工
会
（
志
智
宣
夫

会
長
）
で
は
、
平
成
十
九
年
に
「
淡

路
島
オ
ニ
オ
ン
キ
ッ
チ
ン
」
と
い
う

団
体
を
発
足
さ
せ
、
地
元
淡
路
島
産

の
た
ま
ね
ぎ
を
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
よ
う
と
、
様
々
な
試
み
を
行
っ
て

い
る
。

　

同
団
体
は
、
全
国
第
三
位
の
出
荷

量
を
誇
る
た
ま
ね
ぎ
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
活
か
し
、「
Ｂ
級
グ
ル
メ
」
ブ
ー

ム
に
あ
や
か
っ
て
、
た
ま
ね
ぎ
の
創

作
料
理
の
試
作
品
を
考
案
。
メ
ン

バ
ー
は
商
工
会
職
員
の
ほ
か
に
デ
ザ

イ
ナ
ー
や
瓦
業
者
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
。
た
ま
ね
ぎ
の
甘
さ
を
生
か
し

た
メ
ニ
ュ
ー
を
続
々
と
開
発
し
て
お

り
、
兵
庫
県
立
大
学
と
の
産
学
連
携

事
業
、
今
年
度
の
全
国
展
開
支
援
事

業
に
認
定
さ
れ
、
淡
路
島
内
の
イ
ベ

ン
ト
参
加
や
大
学
生
へ
の
モ
ニ
タ
ー

調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

六
月
二
十
六
日
に
は
、
同
大
学
の

学
園
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
「
オ
ニ

コ
ロ
・
ロ
ー
ル
」
の
第
一
回
試
食
会

と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

「
オ
ニ
コ
ロ
」
は
、「
オ
ニ
オ
ン
」
と

「
お
の
こ
ろ
島
」
を
か
け
て
命
名
し

た
。
メ
イ
ン
食
材
で
あ
る
淡
路
牛
の

た
れ
焼
き
、
も
し
く
は
エ
ビ
の
タ
ル

タ
ル
ソ
ー
ス
風
味
に
、
オ
ニ
オ
ン
フ

ラ
イ
、
オ
ニ
オ
ン
ス
ラ
イ
ス
、
ピ
ク

ル
ス
を
和
え
、春
巻
き
の
皮
で
包
み
、

パ
ン
粉
を
ま
ぶ
し
て
カ
リ
ッ
と
揚
げ

た
軽
食
メ
ニ
ュ
ー
。
来
春
に
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
販
売
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

当
日
は
、
大
学
生
や
教
員
を
対
象

に
試
食
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

用
意
し
た
三
百
食
は
飛
ぶ
よ
う
に
な

く
な
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
た
ま

ね
ぎ
の
甘
さ
が
よ
く
合
う
」、「
満
腹

感
が
あ
る
」と
い
っ
た
意
見
の
ほ
か
、

「
具
材
の
切
り
方
を
工
夫
し
て
ほ
し

い
」、「
サ
イ
ズ
を
小
さ
く
し
て
安
く

提
供
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
改
善

点
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　

関
係
者
は
今
後
も
同
大
学
で
様
々

な
開
発
メ
ニ
ュ
ー
の
調
査
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
島
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

等
に
出
店
し
、
市
場
の
反
応
を
反
映

さ
せ
て
よ
り
よ
い
商
品
を
開
発
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
三

年
に
は
、
島
内
外
の
四
十
店
舗
に
卸

し
、
年
間
売
り
上
げ
一
億
二
千
万
円

を
目
指
し
た
い
と
し
て
い
る
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

http://w
w
w
.m
-aw
aji.jp/onion/

　

出
石
町
商
工
会
青
年
部
（
上
坂
泰

三
部
長
）
は
、
創
立
四
十
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
約
四
十
万
個
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
収
集
し
、

巨
大
な
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
ア
ー
ト
（
縦

五
メ
ー
ト
ル
×
横
二
十
メ
ー
ト
ル
）

を
制
作
す
る
。

　
「
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
」
と
い
う
技
法

で
、
毎
年
十
一
月
の
「
出
石
お
城
ま

つ
り
」
に
登
場
す
る
大
名
行
列
の
槍

振
り
を
描
き
、
十
月
中
旬
～
十
一
月

三
日
ま
で
出
石
城
址
で
展
示
を
予

定
。
現
在
「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
、
活
か

せ
ば
資
源
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
に
奔
走

し
て
い
る
。
集
め
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
は
ゴ
ミ
の
分
別
だ
け
で
は
な

く
、
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
つ
な
が
る
と

と
も
に
、「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
」

か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
世
界
の
子
ど
も

に
ワ
ク
チ
ン
を
日
本
委
員
会
（
Ｊ
Ｃ

Ｖ
）」を
通
じ
、途
上
国
の
子
ど
も
た
ち

に
ワ
ク
チ
ン
が
届
く
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、絵
の
完

成
後
も
続
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

同
青
年
部
長
は
「
ほ
ん
の
些
細
な

も
の
で
も
、
集
ま
れ
ば
大
き
な
チ
カ

ラ
に
な
る
。
回
収
目
標
四
十
万
個
を

目
指
し
、
一
人
で
も
多
く
の
ご
協
力

を
。」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

（
出
石
町
商
工
会

　

〇
七
九
六―

五
二―

二
一
一
三
）

―
 

淡
路
産
た
ま
ね
ぎ
を
Ｐ
Ｒ ―

「
淡
路
島
オ
ニ
オ
ン
キ
ッ
チ
ン
」
の
挑
戦

―
�

南
あ
わ
じ
市
商
工
会�―

―
 

世
界
中
の
こ
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を ―

「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
ア
ー
ト
」

―
�

出
石
町
商
工
会
青
年
部�―

お客さまを最優先に
　ありがとうの気持ちを込めて
お客さまを最優先に
　ありがとうの気持ちを込めて

▲揚げたての「オニコロ・ロール」

▲キャンパス内で長蛇の列

▲手際よく試食を配布するスタッフたち

▲キャップ集めに奔走する青年部員
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